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 「お正月、お正月には……」。凧をあげたり、

コマをまわしたりすることは、今も苦手で

すが、この歌を口ずさむ時、お正月の到来を

待ちわびた子ども時代を思い出します。　

　この時期、お正月だけでなく、「もういく

つねるとクリスマス」でもあります。とは言

え、今や、クリスマスを、お正月を、子ども

たちは、そしておとなたちも、果たして指折

り数えて待ちわびているでしょうか。

　待たなくてもよい社会になってしまいま

した。待つ必要のない社会を作り出したの

です。その結果、待つことができない社会

になりました。夜の闇の中、ひもじい思い

をこらえて、まんじりともせず朝を待つ必

要はなくなったのです。24時間営業のお店

のお陰で。

　携帯電話の普及は「待ち合わせ」の形を

すっかり変えました。「待ちぼうけ」ること

なく、時間が潰せるようになりました。それ

はそれで、便利なのですが……。幸いなので

しょうか。考えさせられます。クリスマスの

光と温もり、そして、お正月の凛とした静謐

も無くなってしまったように感じています。

　食卓も毎日がクリスマス、正月と化した

かのようです。かつて、我が家ではカレーラ

イスはごちそうでした。ハンバーグステー

キなどは、飛び切りのハレの日、それこそ

「お誕生日」だけのスペシャル･メニューで

す。目を輝かせて食卓についたものです。

「この日、この時、ここぞ」と狙いすまして

用意される「ごちそう」は、家族の絆を強め

ました。そして、再び始まる耐乏と待望の生

活の活力源となりました。あの頃がなつか

しいです。

　キリスト教会には、信仰生活の道標とし

ての「教会暦」があります。その新年元日は

クリスマスから逆算して四つ前の日曜日。

今年の場合は11月30日でした。キリスト

教の暦はいきなりクリスマスではなく、そ

れを「待つ」ところから始まるのです。今が

その時、アドベント、待降節です。アドベン

ト･クランツの4本のろうそく。待降節最初

の日曜日にまず1本火を灯します。次の日

曜日は2本です。4週で4本全部に火が灯れ

ば、クリスマスを迎えます。それまで待つの

です。アドベント・カレンダーの小窓。1日

1つずつ、開けていきます。「まだかなぁ」の

思いを募らせつつ、指折り数えて待つので

す。まさに「もういくつねると……」です。

そのように、教会暦は「待つ」ことを教えま

す。旧約の詩人は「見張りが朝を待つ

にもまして」待ちました。わたしたち

も待ちつつ望みつつ生きるのです。

　天の神様、あなたのもとに、あなた

と共にあった「慈しみ」と「豊かなあ

がない」が、地に住むわたしたちの

もとに来ます。インマヌエル。神我ら

と共に。
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谷 健（たにけん）…昭和5年7月生まれ。東京都の公立小学校7校の勤務。専門は英語、道徳。道徳副読
本の編集に従事。
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【祈りの言葉】

イエスよ、あなたはカルバリの丘のふ

もとで、三度倒れられました。救われ

るためでも生きるためでもなく、死の

滅びに自らを委ねるためです。どうか

私たちも死に向かうとき、何度でもあ

なたの愛で立ち上がらせてください。
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